
米国-日本ホスピタリティマネジメントサミット 
米国ホスピタリティ部門の権威が勢揃い！ 

2019 10/ 30 水 

世界から注目されるリーダーの養成へ 

時間 9：00～17:45 

場所 衆議院国際会議室 
衆議院第1議員会館内／千代田区 

参加費無料 定員：250名 対象：教育機関・行政・観光事業者 

講師 
日本政府（観光庁・文化庁・経済産業省・内閣府）からも参加予定 

 

求められる人材育成 
▽ビジネススキル▽英語力▽グローバル化・ 
多様化した 労働力に対応する管理能力 

U.S. – Japan Hospitality Management Summit 

主催／在日米国大使館商務部・駐大阪・神戸米国総領事館・在日米国商工会議所 
運営事務局／文化観光プロジェクトマネジメント委員会（文化観光リサーチ株式会社内） 

お問合せ／TEL(03)5544-8626 FAX(03)6230-0349📨📨info@cutor.jp 

米国商務省は、在日米国商工会議所との連携により、ホスピタリティ分野における人材育成にフォーカ
スしたサミットを大阪と東京で開催します。日本政府の観光関係当局の協力を得て、日本政府が掲げる
「明日の日本を支える観光ビジョン」への達成に寄与するプログラムを提供します。 

セントラルフロリダ大学提供 セントラルフロリダ大学提供 

University of Central Florida（セントラルフロリダ大学） 
University of Nevada, Las Vegas（ネバダ大学ラスベガス校） 
Cornell University（コーネル大学） 
Michigan State University（ミシガン州立大学） 
University of Wisconsin Stout（ウィスコンシン大学スタウト校） 
College of the Desert (カレッジオブザデザート) 
     

https://www.accj.or.jp/index.html?lang=ja�


参加お申込み方法 

米国-日本ホスピタリティマネジメントサミット 

2019年10月30日（水）9：00～17：45 受付：8：00～ 場所：衆議院国際会議室   

●当日は昼食を用意しております。 ●各セッションは同時通訳対応。 ●上記プログラムは本稿作成段階のものであり、変更となる可能性があります。   

運営事務局／文化観光プロジェクトマネジメント委員会（文化観光リサーチ株式会社内） 
お問合せ／TEL(03)5544-8626 FAX(03)6230-0349📨📨info@cutor.jp 

来賓挨拶 
元地方創生担当大臣 
山本幸三 

代表挨拶 
駐日米国臨時代理大使 
ジョセフ・M・ヤング（予定） 

来賓挨拶 
観光庁長官 
田端 浩 

参加大学（米国） 
University of Central Florida（セントラルフロリダ大学） 
University of Nevada, Las Vegas（ネバダ大学ラスベガス校） 
Cornell University（コーネル大学） 
Michigan State University（ミシガン州立大学） 
University of Wisconsin Stout（ウィスコンシン大学スタウト校） 
College of the Desert (カレッジオブザデザート) 
     

＊終了後、昼食（休憩） 

＊セッション終了 

お申込みは右記QRコードよりアクセスしていただき、登録フォームへご記入の上お申込みく
ださい。QRコードを読み込むことができない場合、下記URLからお申込みください。 
https://forms.gle/3vVWZgJKTXtx3PdH8 
インターネット上でのお申込みが難しい場合、メールにて団体名・役職・氏名・住所・電話・
メール・参加人数（役職・氏名含）を日本語・英語併記でお知らせください。尚、メールの件名
には会議名（米国-日本ホスピタリティマネジメントサミット）をご記載ください。 
参加対象：教育機関・行政・観光事業者 
申込〆切：10月3日（木）＊10月11日（金）までに事務局より参加受付番号をメールで送付し

ます。＊応募者多数の場合は大学関係者を優先とし、参加受付番号の通知をもって入場確
定の通知に代えさせていただきます。ご出席に変更のある場合、必ず連絡をお願いします。 
＊大学関係者の参加を優先としていますが、応募状況により1団体毎の人数制限を設定することがあります。 

来賓挨拶 
文部科学省高等教育局長 
伯井 美徳 

 ラウンドテーブルⅠ  
インバウンドの急激な拡大と日本政府の今後の展望 
（日本側より／観光産業が抱える課題とは） 
 

 ラウンドテーブルⅡ  
主要成長分野であるインバウンドとその更なる飛躍に向けた提言 
（米国の教育界と業界より） 
 

 ラウンドテーブルⅢ 
前半) 米国の大学のプログラム事例紹介（米国の教育界より） 
後半) エキスパートによる意見交換（米国の教育界に対する質疑応答を含む） 
 

 

 ネットワーキング（任意）／サミット会場をそのまま利用 

 個別ミーティング／日米の大学のミーティングをご用意（構内別会場） 
  ＊個別ミーティング対象：大学（教育機関）＊ご希望の場合は事務局へ第3希望まで別途メールを送付下さい。 
   （米国の大学の出席確定情報は文化観光プロジェクトマネジメント委員会の会議情報にてご確認下さい。） 
 

 本サミットに関する詳細は、文化観光リサーチ㈱のwebでご確認ください。 
 
 

観光庁後援事業 

経済産業省後援事業 

https://www.facebook.com/photo.php?fbid=1198583720305475&set=a.108253339338524&type=3&source=11&referrer_profile_id=100004615754398�
https://www.accj.or.jp/index.html?lang=ja�
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